


ナシ改良むかで整枝における樹勢調整

担　当
園芸作物研究室室　果樹栽培グル－プ
○品川吉延

研 究 課 題 名
研　究　年　度

樹体ジョイントによる改良むかで整枝技術の確立
平成 24 年～ 28 年

背　景

　改良むかで整枝は、本県で開発された省力的でなおかつ早期成園化を図ることのできる

整枝法であり、県内でも普及しつつある。

　試験開始当初に植栽した樹は、すでに10年を過ぎ、主枝長も６ｍを超えるものもあり、

主枝基部と先端の枝の勢いに差ができ、基部の側枝は強くなり、花芽の維持が困難となっ

てきている。また、果実品質のばらつきもみられる。

目　的

　改良むかで整枝において、成園化後も安定した収量・品質を確保していくための樹勢調

節技術を確立する。

成　果

１　側枝の発生部位別（基部、中央部、先端部）の資質は、基部で太く長い側枝となり、

短果枝の着生が少なく、発育枝が多くなり、花芽数が十分確保できないが、中央部、先

端部で花芽の多い充実した側枝が得られる（表１）。

２　果実品質について、着果部位による一果重に差はないが、基部に着果した果実で果実

重のばらつきが大きい（表２、図１）。

３　主枝長を４ｍ、５ｍ、６ｍで比較すると収量、１果重に差はないが、５ｍにおいて糖

度がやや高い傾向にあった（図２）。また、側枝資質の差はなかった。

４　３年枝以上の太い側枝の基部に１/２鋸目、縦割りにより翌年利用できる側枝の割合

が多くなる（表３）。

５　主枝長を５ｍ程度とし、隣接樹の主枝先端を基部に重ね、中央部、先端部の側枝を利

用し、基部の側枝は利用しない。若い側枝がない場合は３年枝以上でも１/２鋸目、縦

割りを行い良質な側枝を確保することにより、安定した果実生産ができる。
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ブルーベリー土耕栽培における樹勢回復技術

担　当
園芸作物研究室室　果樹栽培グル－プ
○大﨑美幸・安永真・中谷幸夫＊

研 究 課 題 名
研　究　年　度

ブルーベリーにおける樹皮敷設による樹勢向上および
ネット収穫技術の開発
平成 26 年～平成 28 年

背　景

ブルーベリーは、機能性成分の高さが注目され、本県においても６次産業化の可能な地

域特産物として、今後さらなる生産拡大が期待されている。

しかし、主な栽培圃場である水田転換園での土耕栽培では、排水不良による樹勢低下や

枯死が起き、収量が安定しない。

農林総合技術センターでは、土壌条件を選ばずブルーベリー栽培を可能とする「針葉樹

皮を活用した培地栽培技術（平成23年）」を開発したが、新植時の技術であり、既存の土

耕栽培の生育不良への適応は不明である。

目　的

　「針葉樹皮を活用した培地栽培技術（平成23年）」を基に、既存の土耕栽培の生育不良

樹に、新たに樹皮を追加敷設し、樹勢回復を図る。

成　果

１　樹皮を追加敷設することで、樹冠面積は拡大する（表１）。

２　土耕栽培樹の果実は、樹皮を追加敷設した樹の果実より糖は高く酸は低くなるが、一

果重が小さい（表２）。また、気象条件によっては、水分不足による皺果が発生（図

１）する。

３　収量は、土耕栽培樹に樹皮を追加敷設することで、土耕栽培と比較し多くなる（図

２）。

４　現地では、土耕栽培の樹が枯死するものが出ているが、樹皮敷設を行い、全摘果した

樹では新梢伸長が旺盛であり、樹勢回復が見られる。

５　土耕栽培樹に樹皮を追加敷設することで、樹勢回復と収量の安定化が図られる。

＊現　山口農林事務所農業部
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中晩生カンキツにおけるシート貯蔵の作業性評価と
各貯蔵法との比較

担　当
柑きつ振興センター
○兼常康彦・西岡真理・宮田明義・村本和之

研 究 課 題 名
研　究　年　度

マルドリ方式・ICT などを活用した省力的な高品質カン
キツ安定生産技術体系とその実現のための傾斜地園地
整備技術の実証
平成 26 年～ 27 年

背　景

　既存の棚貯蔵では平棚への果実の搬入・搬出作業の労働強度が大きいため、規模拡大を

目指す生産者には省力的な貯蔵方法が求められている。

目　的

　コンテナを不織布製貯蔵シートで覆う貯蔵法（シート貯蔵）の品質保持および省力効果

を明らかにするとともに、微細孔フィルムや低温庫を活用して長期間品質保持するいくつ

かの貯蔵法と比較して、各貯蔵法の活用場面を検討する。

成　果

１　シート貯蔵と棚貯蔵との比較

（１）　採収から出庫・選果までの作業時間は、シート貯蔵区では棚貯蔵に比べて20％程

度短縮される。特に入庫時間は70％、出庫・選果時間は45％程度の大幅な短縮とな

る（図１）。

（２）　減量歩合は棚貯蔵に比べてシート貯蔵区でやや大きく、貯蔵30日目で１％、出庫

時の貯蔵50日目で２％程度の差が認められる（図２）。

（３）　果皮の萎凋も同様で、発生率は棚貯蔵の7.8％に対してシート貯蔵区では14.9％

と大きく、最上段のコンテナでその発生が著しい（データ略）。

（４）　シート貯蔵を行ったスレート倉庫と棚貯蔵を行った既存貯蔵庫では前者の方が内

部気温の変化が顕著であったことから（データ略）、シート貯蔵区の減量歩合と萎

凋の発生が多くなった。このため、既存貯蔵庫と比べて乾燥しやすい場合は、断熱

資材などを用いて庫内温度変化を抑制するとともに、保湿に努めることが重要であ

る。

２　各貯蔵法の比較

（１）　シート貯蔵、フィルム個包装、低温貯蔵など各貯蔵法を比較すると、減量歩合が

10％程度に達するのは、スレート倉庫・シート貯蔵区および既存貯蔵庫・シート貯

蔵区では貯蔵45日目（５月４日）、既存貯蔵庫・フィルム区は貯蔵60日目（５月19

日）、低温庫・裸果区は貯蔵90日目（６月18日）である（図４）。

（２）　萎凋の初発生は、減量歩合が10％程度に達した時期に認められる（図４､５）。

減量歩合と萎凋の発生から判断すると、各貯蔵法の貯蔵可能期間はシート貯蔵では

５月上旬まで、常温でのフィルム個包装では５月下旬までである。それ以降の時期

まで貯蔵する場合低温庫が不可欠である。

※　本研究の一部は、「攻めの農林水産業の実現に向けた革新的緊急展開事業」により実施した。
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ミカンバエ成虫防除剤の検索

担　当
柑きつ振興センター
○東浦祥光・村本和之・西一郎

研 究 課 題 名
研　究　年　度

総合的なミカンバエ防除へ向けた新規防除技術の開発
平成 27 年～ 30 年

背　景

　ミカンバエの卵や幼虫の防除に卓効のあるジメトエート乳剤が平成26年秋に製造中止と

なったが、代替剤は効果がやや劣るため、産卵前の成虫防除を導入した体系によりミカン

バエの防除を強化する必要がある。

目　的

　各種室内試験により、産卵前の成虫防除に効果的な剤の検索を行う。

成　果

１　屋根掛けほ場の「日南１号」に薬剤を散布し、１日後および３日後（データ略）に各

区から新梢を切り取って実験室に持ち帰り、小さな網袋ケージ内に入れて成虫を放飼す

ることで（図１）、ミカンバエ成虫に対して効果のある薬剤を選抜することができる

（表１）。

２　有機リン系（スプラサイド、エルサン）、合成ピレスロイド系（テルスター等）、

カーバメート系（オリオン）の剤は即効的で高い効果が認められ、スピノシン系（スピ

ノエース）、フェノキシベンジルアミド系（ハチハチ）の剤はやや遅効的、ジアミド系

（エクシレル等）の剤と摂食阻害剤（コルト）はより遅効的な効果が認められる（表

１）。

３　スプラサイド乳剤40（みかんの「ミカンバエ成虫」に登録あり）、合成ピレスロイド

剤１は、雨がかからない条件であれば散布８日後でも高い効果が認められる（図２）。

４　かんきつの「ミカンバエ」に登録があるスタークル顆粒水和剤を処理した枝を処理翌

日に30cm立方のケージ内に２本入れ、ミカンバエ成虫を放虫すると（図３）、24時間後

には大半が死亡する（図４）。ミカンバエの産卵初期である７月下旬～８月上旬に本剤

等のミカンバエに登録のあるネオニコチノイド系薬剤が散布されると、成虫に対する効

果も期待できると考えられる。

　オリオン、ハチハチ、エルサンについては、近くミカンバエ成虫に登録拡大される予

定。
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ブドウのクビアカスカシバの被害と防除対策

担　当
資源循環研究室　病害虫管理グル－プ　
河村俊和

研 究 課 題 名
研　究　年　度

ブドウのクビアカスカシバの防除対策の確立
平成 24 年～ 27 年

背　景

　クビアカスカシバは幼虫が樹体内に食入する被害が周南市須金、柳井市日積で確認され

ているが防除対策に苦慮している。ＳＳ（スピードスプレイヤー１））による従来方法で

の薬剤散布は、加害の多い樹幹部への付着が少なく防除効果が不十分である。また、観光

農園では農薬の使用回数を削減する防除体系への期待が大きい。

目　的

　効果的なＳＳ散布の防除技術と、薬剤使用回数を低減させる新たな防除技術を確立す

る。

成　果

１　ＳＳによる薬剤散布は、両サイド最下端ノズルの穴径を大きくし、角度を下方に向け

ることにより、薬剤を主幹株元２）へ付着させることが可能となる（表１）。

２　冬季に粗皮はぎを実施した後に薬剤散布した樹では、薬剤散布のみの樹と比べ被害痕

数、幼虫数ともに少ない（表２）。

３　ジノテフラン顆粒水溶剤の樹幹塗布処理（粗皮はぎ後１回塗布）は、被害痕数、幼虫

数が無処理樹より少ない（表３）。

４　光反射資材ネオポリシャインクロスＴ87の株元地表被覆は、無被覆に比べ１／３以下

に被害痕数を抑制できる（表４）。

５　生物農薬バイオセーフの幼虫食入部散布は、遅効的ではあるが被害痕数が無処理と比

べ約１／４防除効果が認められる（データ省略）。

６　有効な体系防除（粗皮はぎ実施、ジノテフラン樹幹塗布剤処理、光反射資材被覆）

は、慣行の改善前防除（粗皮はぎ実施、ＳＳパダン１回散布）に比べ被害痕数が少なく

高い防除効果が認められる（表５）。体系防除の資材費は、10ａ当たり換算で16,072円

となる（表６）。

＊１　果樹園での薬剤散布機械、ＳＳと略す。

＊２　クビアカスカシバの被害は主幹株元で多い。
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法人に導入しやすい新たな球根増殖作型の開発
（秋肥大）

担　当
花き振興センター
○尾関仁志・福光優子・石光照彦・友廣大輔・
住居丈嗣＊

研 究 課 題 名
研　究　年　度

オリジナルユリの秋肥大球根生産技術の開発
平成 25 年～ 27 年

背　景

山口県では、オリジナルユリを花き振興の主要品目として位置づけ、生産拡大を図って

いるが、そのためには、球根の安定生産体制の構築が必要である。

現在、山口県では、10～１月に定植し、春から夏にかけて球根を肥大させ、７月に収穫

する作型で球根を生産している。本作型では、発芽から収穫までの除草作業や病害虫防除

を徹底する必要がある。また、最も多くの労力を要する収穫調製作業は、水稲や大豆、タ

マネギ等の作業と競合しており、法人が導入を躊躇する要因となっている。

目　的

　法人への円滑な導入を図るため、山口県の秋から冬にかけて温暖な気候を利用し、夏季

に定植し、秋から冬に球根を肥大させ、労力競合が起こりにくい冬季に収穫する作型を開

発する。

成　果

１　早生品種である「プチソレイユ」の小球根を９月２日に定植すると、12～２月に球周

８cm以上の球根が母球10球あたり８球以上収穫できる（図１）。

　　ただし、２月に収穫した球根は、一部が掘り上げ時に出芽しているため、長期貯蔵は

困難である。

２　晩生品種である「プチブラン」の小球根を９月２日に定植すると、12～２月に球周８

cm以上の球根が母球10球あたり７球以上収穫できる（図２）。収穫時期が遅いほど球根

は肥大し、２月に収穫した球根に出芽は見られない。

３　「プチソレイユ」のりん片子球を９月２日に定植すると、12～１月に球周８cm以上

の球根が母球１球あたり６球以上収穫できるが、慣行栽培に比べて増殖率は低い（図

３）。また、「プチブラン」では、球周８cm以上の球根はほとんど得られない（図

４）。

４　秋肥大により増殖した球根は、冷凍貯蔵し、９月30日に定植することにより11～12月

に良質な切り花が収穫できる（表１）。

５　小球根やりん片子球を床面にばら撒いた後、小型管理機で溝上げと同時に覆土を行う

定植方法により、作業時間はすじ撒きして覆土する方法に比べて大幅に削減でき、小球

根は10ａあたり14時間で定植できる（表２、写真１）。

＊　現農林総合技術センター農業担い手支援部
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オリジナル早生リンドウ「西京の涼風」､
「西京の夏空」の育成

担　当
花き振興センター
○藤田淳史・光永拓司＊・尾関仁志・友廣大輔

研 究 課 題 名
研　究　年　度

１億円産地育成を実現するオリジナル早生リンドウの
育成
平成 23 年～ 27 年

背　景

リンドウは、県内の中山間地における収益性の高い水田転作作物として有望な品目であ

り、近年、作付面積が拡大しつつある。今後、産地拡大をさらに推進するために、西南暖

地の特性を活かし、高冷地の他県主要産地との競合が少ない、６～７月に出荷できる早生

品種の育成が強く求められている。

目　的

　本県の気象条件に適し、極早生品種「西京の初夏」に続いて継続出荷可能な新品種を育

成する。

成　果

１　「西京の涼風」の育成（図１、表１）

（１）花色は「西京の初夏」より濃い青紫色でくすみがほとんどない。形質のばらつきは

少なく斉一であり、生育旺盛で欠株が少ない。

（２）県内各調査地点における開花期は６月下旬から７月中旬であり、「西京の初夏」よ

りも約１ヵ月程度遅い。

（３）草丈は109.1～131.9cm、花段数は5.5～6.6であり、６月から７月出荷の条件として

は問題ない。

２　「西京の夏空」の育成（図１、表１）

（１）花色は「西京の初夏」と同様の青紫色でくすみがほとんどなく、形質のばらつきは

少なく斉一であり、生育旺盛で欠株が少ない。

（２）県内各調査地点における開花期は７月下旬から８月中旬である。「西京の涼風」よ

りも約１ヵ月程度遅く、年間最需要である盆前時期においての出荷が可能となる

（３）草丈は約130cm、花段数は5.4～6.2であり、７月から８月にかけての出荷の条件と

しては問題ない。

３　育成品種における育苗技術の確立

（１）種子休眠打破処理では０℃冷水に15日間以上の浸漬処理、もしくは０℃100ppmジベ

レリンによる２日間浸漬処理が有効である。

（２）セルトレイ播種後の催芽においては、未覆土明条件下での20℃管理が有効である。

（３）以上の処理条件下において、育成品種を２月以降にセルトレイ１穴あたり３粒播種

し、最低温度13℃で育苗することにより成苗率が90%以上になる（表２）。
＊現ぶちうまやまぐち推進課
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カーネーション採花同時切り戻し２年切り栽培における
夏期の冷房導入による高品質・多収栽培技術の確立

担　当
花き振興センター
○河村佳枝・松井香織＊

研 究 課 題 名
研　究　年　度

カーネーション採花同時切り戻し２年切り栽培におけ
る夏期の冷房導入による高品質・多収栽培の確立
平成 24 年～ 26 年

背　景

　本県ではカーネーションの採花同時切り戻し２年切り栽培技術を開発したところである

が、高品質・多収性を図るためには夏期の高温対策が課題となっている。

目　的

　採花同時切り戻し２年切り栽培とヒートポンプ夜間冷房を組み合わせることで、生存株

率と年内の切り花品質の向上、収量の増加および２年切り栽培に適応する品種の拡大を目

的とする。

成　果

１　夜間冷房と切り戻し時期の違いが生育に及ぼす影響

（１）夜間冷房の有無、冷房期間の長短にかかわらず、５月から７月のどの時期に切り戻

しても90％以上の生存率である。（図１）

（２）夜間冷房を実施することで、特に早生品種の１番花の商品化率が向上する。（図

２、表１－１）

（３）収穫本数は、短期冷房で無冷房より増加する傾向となり、無冷房と比較して10％以

上の増加本数となる品種もある。（表１－２）

（４）短期冷房の６月切りで最も収益性が高い試算となる。（表２）

２　栽培適応性の高い品種の検討

（１）採花同時２年切り栽培と夏期夜間冷房を組み合わせた栽培方法に適応性の高い品種

は、長期冷房においては早生の「コマチ」、短期冷房においては中生の「マスター」

で出荷本数、収穫本数が優れている。（表３）
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